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粧順 創作人形展より

世界の人形展より 若月まり子
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奈里多究星 人形個展より
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爾
圏冒

四谷シモン
ANGES MELANGES,ANGES DERANGES

平田郷陽 「洛北の秋」

竹久夢 二 「少年」 掘柳女 「天鼓」

―夢二から現代ヘー

人形芸術の世界展

日本経済新聞社主催 6月 29日 ～ 7月 11日 銀座松坂屋

今
は
亡
き
堀
柳
女
、
平
田
郷
陽
な

ど
の

人
間
国
宝
の
作
品
を
は
じ
め
四
谷
シ
モ
ン
、

辻
村
ジ

ュ
サ
プ
ロ
ー
、
与
勇
輝
な
ど
の
現
代

作
家
に
い
た
る
ま
で
の
三
十
六
人
の
作
家

百
二
十
点
を
超
え
る

「人
形
芸
術
の
世
界

展
」
東
京
展
が
日
本
経
済
新
聞
社
の
主
催

で

銀
座
松
坂
屋
で
開
催
さ
れ
た
。

現
代
人
形
を
語
る
に
欠
か
せ
な
い
大
正

以
降
の
各
作
家

の
代
表
作
が
そ
ろ
う
と

い

う
こ
と
で
先
に
行
わ
れ
た
大
阪
展
も
好
評

で
、
必
見

の
展
覧
会
と

の
前

評
判
が
高

か

っ
た
。
主
催
者
に
よ
れ
ば
、
五
人
の
人
間

曰
宝

の
作
品
を
核
に
新
旧
の
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
を
意
識
し
た
と
い
う
が
、
全
体
に
格
調

が
高

い
内
容
と
な
り
、
若
い
人
か
ら
幅
広

い
年
齢
層
に
見
て
も
ら
え
た
と
い
う
。
期
待

は
裏
切
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
「鉦
鼓
」
な
ど

堀
柳
女
の
気
品
溢
れ
る
七
作
品
や
、
平
田

郷
陽
の

「宴
の
花
」
や
生
き
人
形
の

「洛
北

の
秋
」
を
含

む
七
作
品
他
、
写
真
集
で
し

か
見
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
名
作
が
勢
揃

い
し
、
時
代
時
代
を
作
り
上
げ
た
衝
撃
を

追
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
、
感
慨
深
い
も

の
が
あ

っ
た
。
川
崎
プ

ッ
ペ
を
は
じ
め
、
美

術
と
し
て
の
新
し
い
人
形
の
領
域
を
求
め

た
四
谷
シ
モ
ン
、
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
意
識
し
た
岡
本
潤
三
、
裂
に
対
す
る

エ

ネ
ル
ギ
ー
の
結
晶
と
も
思
え
る
辻
村
ジ

ュ

サ
プ

ロ
ー
の
オ
ロ
チ
、
妖
精
の
与
勇
輝
、
優

美
な
線
が
印
象
的
な
木
彫
作
家
の
友
永
昭

三
、
異
色
な
と
こ
ろ
で
は
結
城
美
栄
子
の

陶
人
形
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
方

向
性
を
提
示
し
、
新
た
な
る
人
形
の
可
能

性
を
感
じ
さ
せ
た
。
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CLASSES 入 :入学金 /備 :設備費 /月 :月 謝
教室案内はDFJ偶数号で
無料掲載いたします。

〒158世田谷区奥沢 6-28-14

林コーボ201

803-3704-3730

月 :福 島弘太郎

ホ ,金 ,土 ,

第 1,3日 :

吉田良―

入 :20000

備 :1000

月 :12000

◎布、粘土、

シ リコン

FRP

〒171豊島区目自3-17-27
1:103-3057-3395

月 :宮 崎優人

火 :竹村和子

水 :彙原静江

ホ :小林三千子

入 :20000

月 :8500
^´ 12000

◎市松

着物餞い方

布、胡粉

渋谷区千駄ヶ谷 3-5-4
1:103-3402-9488

入 :50000

備 :2000

月 :14000～

20000

◎紙粘土

桐塑、

胡粉

FRP

月、火、水、本、土

〒 158世 田谷区上用賛 5-27-20
lI1 03-3425-2396

月、火、水、ホ、金、土、日

◎石塑

和紙張り

入 :15000

月 :5000～

21000

〒 333川 口市芝 4178-29

8048-268-7380

毎遇水嗜 日

10:30へ 1́ :00 2100～ 4:30

◎革張り人形

布・粘土・

胡粉なども

入 :15000

備 :1000

月 :12000

～15000

〒158板橋区中丸町39-2-104
803-3530-6598

火曜 日・ 金曜 日、第四 日曜 日

入 :20000

月 :12000
雑費 :500

◎石塑

金属

ガラス

〒 206多 摩市貝取 2-5-3-506

80423-76-1494

第一、第二、第二金嘔

月 19000

〒242大和市西善同8-4-29

1〕R0462-77-1332

毎邁、火曜 日、 日曜 日 11:00～ 4:30

入 :20000

● :1000

月 :12000

◎石塑

本の粘土

目節人形を

中心に

練馬区石神井台 1-12-11

入 :15000

月 :12000

護売文化セ ンター

他 に教
=有
り

◎ ビスク

磁器

桐塑

803-3997-8687

〒194町田市玉川学園2-11-7

1::0427-20-1423

入 :10000

月 :3000

～6000

◎ ビスク

磁器

構塑

〒 206多 摩市落合 2+35
バルテノンたき 5F
80423-38-8639

名古屋にも教室有り

◎桐塑、張 り子

第 一 、第二 木曜 日

入 :10000

月 :10000

東京都中央区日本橋室町 1-4-1

大ホ コーボ 201

803-3274-8595

第 2水曜 日

講師

松原登代子

佐 々木明子

入 :6000

6ヶ 月受講料

27000

ブジェドール教室

広島市中区十 日市町 2-7-24
コーボサンシャイン 102

8082-281-5()69

☆教室長が

あります。

10/12～ 17

ギャラリー

てんぐスクエア

広島市中区

大手町 1-5-12

第 1,2,4火・ 土

月 :5000

川越教室 川越市脇田本町 14-12
第 1住宅 ビル  80492-47-5000

町田教室 町田市森野 1-37-lPOPビ ル
0427-22-4030

川越

第 2月 曜 日

月 :15000

町田読売文化

セ ンター

第 2,4火曜 日

月 :15000

〒 150渋谷区桜丘 13-15

よみうり渋谷アカデ ミー

803-5458-8844

毎週水曜 日

(月 2回 )

入 :5000

月 :4000

〒 157 東京都世田谷区砧 8-26-1

ア トリエの引越

に伴 い新体制準

備中

曜 日・ 月謝 につ

いてはお問い合

わせを

803-3415-3819

◎ビスク

ドールスペ,スピグマ|り|||オン 竹取物語人形学校 エコ■,レ ||ド|||シモ|ン Iwakiri Doll

荒ホ野馬人形教室 滝 康子人形教室 藤井路以教室 ARTモ マーユ 所由紀子教室

水澄美恵子人形教室 布と綿で遊ぶ創作‐布1人形 創作粘土の会ラ・バンポーラ ド■ル |サ●ン藤生

安藤早苗創作人形教
=

ミワ・ド■,レ||ア カデミー 創作人形 太山レミ
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DFJ写 真展
小牧多賀子の世界

トール・フォーラム・ジヤバン主催の人
形写真展が、6月 3日 から 7月 8日 ま
で.神田駿河台の外国語専門学校アテ
ネ.フランセにおいて行われた。同校の
厚意により、学生ホールの壁面を展示ス
ペースとして提供されたもので.3月に
行われたリーセ現代人形コレクシヨン展
に続き、2回目の写真展となった小牧多

賀子さんの作品も、場所柄、文化への関
心が高い多くの人の目に触れ.好評を博
した.DFJ主催の写真展は今後も定期
的に行われ.次回は ll月頃の予定。

様子だった。初対面ではじめはやや緊張
がちな面々だったが.す ぐに和やかな雰
囲気になり、人形にかんする情報が飛び
交っていた。DFJはこれからも.この
ように情報交換の場を提供していく予定
である。このようなワークショップを開
いて欲しいという希望があれば.DFJ
事務局まで。

粘土乾 燥箱
ワークシヨップで思わぬ発見 !布団乾燥
機を利用した石塑粘土乾燥箱。開催日は
梅雨時、石塑の乾燥で悩んでいた参加者
にとって発見だったのが、岩切人形教室
名物「乾燥箱」。作り方は簡単、段ポール
に穴をあけ、乾燥機のホースをつなぐだ
け。小さなものなら2～ 3分で乾く。

DFJワークショップ
和紙によ る表面処理

6月 25日 .東京都世田谷区にある岩切
人形教室で講師に岩切映幹子さんを迎
え、第 1回 DFJのワークショップが開
かれた。この日の参加者は7人で、今ま
で和紙を扱ったことはないということ
だったが、いづれも制作歴が長い人が集
まっていたので.「飲み込みが早くてて
いねい」と.講師やスタッフー同驚いた

日
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「箱
」
の
話
は
面
白
か
つ
た
で
す
。
私

も
同
じ

体
験
を
し
て
、
小
さ
い
人
形

（５０
ｃｍ
）
だ
っ
た

の
で
モ
ス
ポ
ッ
ウ
ス
を

分
解
し
て
作
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
あ
と
、家
に
し
ま
つ
て
お
い

た
り
発
送

の
時
は
、
八
百
屋
で
ネ
ギ
と
か

入
っ
て

い
た
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
の
箱
は
と
て

も
便
利
で
し
た
パ
魚
屋
の
は
マ
マ
レ
モ
ン
で

洗
っ
て
も
な
か
な
か
つ
ら
い
Ｙ

・
・
東
京
な

ど
へ
な
か
な
か
行
け
な
い
私
は
、
Ｄ
Ｆ
Ｊ

の

人
形
展
の
記
事
な
ど
が
大
変
楽

し
み
で
す
。

小
川
さ
ん
、
皆
様
、
頑
張

っ
て
ね
！
Ｄ
Ｆ
Ｊ

は
う
ん
と
た
の
し
み

に
し
て
い
る
よ
―
。

【仙
台
市
　
渋
谷
真
理
子
】

■
渋
谷
さ
ん
は
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ

ー
の
お

仕
事
も
し
て
お
り
、
イ
ラ
ス
ト

入
り
の
楽
し

い
長
い
お
手
紙
を
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
ど
う

も
あ
り
が
と
う
。
私

も
決
し
て
楽
な
こ
と
ば

か
り
じ
ゃ
な
い

の
で
、
と
て
も
励
み
に
な
っ

て
し
ば
ら

く
お
手
紙
を
持
ち
歩
い
て
い
ま
し

た
。
渋
谷
さ
ん
は
、障
害
児
の
親
の
サ
ー
ク
ル

「ぼ
れ
ば
れ
く
ら
ぶ
」
に
入
っ
て
い
て
、
楽
し

い
イ
ラ
ス
ト
が
い
っ
ぱ
い
の

「今
ど
き
し
よ

う
が
い
児
の
母
親
物
語
」
（ぶ
ど
う
社

・
千
五

百
円
）
と
い
う
本
を
出
版
し
、
全
国
の
多
く

の
人
に
読
ま
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
の
本

に

つ
い
て
渋
谷
さ
ん
は
、
《
「頑
張
っ
て
る
お

母
さ
ん
」
で
は
な
く
、
「あ
り
の

ま
ま
の
子

供
」
を
受
け
と
め
た
よ
う
に

「あ
り
の
ま
ま

の
私
」
を
主
張
し
た
く
な
り
ま
す
。
「あ
り
の

ま
ま
の
私
」
と

は
創
造
す
る
こ
と
を
求
め
る

心
で
、
私

に
と
っ
て
は
イ
ラ
ス
ト
と
人
形
な

の
で
す
。
だ
れ
の
お
母
さ
ん
で
も
、
奥
さ
ん

で
も
な
く

「あ
り
の
ま
ま
の
私
」
が
あ

る
か

ら
心
の
ゆ
と
り
を
持

っ
て
今
の
生

活
を
頑

張
っ
て
い
け
る
気
が
す
る
の
で
す
。
》
と
書
い

て
い
ま
す
。
現
在
は
お

仕
事
や
療
育
に
忙
し

い
そ
う
で
す
が
、
同
封
い
た
だ
い
た
写
真
の
よ

う
に
、
優

し
い
目
を
し
た
人
形
を
ま
た
拝
見

し
た

い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
小
川

磯 DFJよ りのお知らせ
DFJのパックナンパー1～ 3号は在庫がなくなり、これからも再版いたしません。4号も
まもなく在庫がなくなります。在庫がなくなった分に関し、内容をお知りになりたい方には
自黒のコピーを実費にておわけしておりますので事務局までお問い合わせください。
今号でお伝えする予定の「日米ドールアート文化交流事業」の報告は、次号で致します。

や投稿募集
LE¬TERS、 REVIEW・・・採用分にはリーセはがきセットを進呈。
lNFORl昨 Tヽ10N ニュースがぁったらお知らせください。
近況報告 プロの作家の新作の発表の場です。採用分には規定稿料をお支払い
いたします。
数室案内 DFJ鶴数号に掲載いたします。写真は返却できません。
展覧会案内 随時受け付けます。早めにご連絡ください。写真は後からでも結構です。

①次号原稿締切 10月 10日必着
写真の返却が必要なときには、「返却希望」と明記してください。

● DFJ購読方法
ドール・フオーラム・ジヤバン (DFJ)は書店では販売されていません。購議は .
会員購議制です。

DFJは年に 4回 :2月 .5月、8月、11月 に発行されます。初年度会費は 5千円、
継続会貴は 4千 5百円です。お申し込みは年会費を下記の方法でご送金 ください。
◆郵便擦替  00120-8-717693
「ユーラシア・ドールズ」(通信欄に DFJと 記入 )
◆現金書留・または郵便小あ替

艤継続手続きはお早めに !

今号で会員期限の切れる方には郵便撮替用紙を同封しています。継続会員の年会責は4500円
です。翌号発行までにお申し込みのない場合は、無効となりますのでご注意 ください .

鰊パツクナンパー 4号 (表紙 吉田良―)、 5号 (後藤朝子)
会員の方は1部 10∞ 円です.非会員の方 ::4∞円

ドール・フオーラム・ジヤバン等 6号  1995年 8月 19日発行
編集発行  トール・フォーラム・ジヤバン事務局
〒 189 東京都東村山市久米川町 鉾27-57 TEL 042395-7547 FAX 0423-907975
編集責任者 小川千恵子
印刷 株式会社 日出島

次号は 11月 24 発行予定
展覧会DM同封希望の方 (個展D Mは会員のみ)は 11月 15日必着 枚数はお問合せ下さい

*本誌掲載に記事 。写真の無断転載・複写を禁じます。
I〕Ol.I. FORI'1: ,'APAN   3-27-57 Kllmogawa, IIi gash imllrayama― shi,T(〕 kyo 189 ,IAl)AN  te1 81-423-95-7547 Fax 81-423-95-7975

編集後記
ドール・フォーラム・ジヤバン編集局長 小川千悪子

今はもう、使い古されしまった感のある言葉「愛」と「心」。
月並みな言い方だが人形を買う、ということは自分にしか見え
ない「愛」を買うということではないだろうか。それも自分の
内なる世界で育む愛として。なぜなら誰でも人形を買うときは、
その人形と何らかの関係を持つことを想定しているからだ。こ
の関係性にこそ、人形の特殊性があるとは、人形つれづれの福
島氏はじめ、多くの人が指摘するところである。その愛を人形
を見る人に呼び起こさせるのが作者の心だ。その心が豊かで純
粋で、強いものであれば、多くの人の心に訴えることになるだ
ろう。すなわち、人形の作り手にとって求められることは、技
術的な習熟は人手にわたることを考えれば良識の問題として当
然のこととして、それ以上に心の豊かさ、精神世界の深みでは
ないだろうか。
人形玩具学会のシンポジウムで人形美術研究家の渡辺純子さ
んは人の心を感動させるものをある種のエネルギーに置き換え
て、エネルギーの循環論を試みた。四谷シモン氏は、今、日本
で人形作家と呼ばれる人々の作品が、見る人に衝撃波を与える
ほどの強いものを持っているかと問いただした。床の間に収ま
らない人形を目指す作家には特に傾聴すべき意見であろう。
心を磨くにはどうするか ?難しいことで宗教的な領域に入り
そうだが、簡単にいえばいかに深く愛せるか、ということなの
かもしれない。この不可思議な感情は、人を動かすエネルギー
の根元ともなる。真実の愛は憎悪や全ての否定的な感情さえも
包括することができる。愛は求めるものではなく、与えるもの
である。こんな風に、愛や心をめぐって考えてしまったのは、
人形の話を聞きにうかがいながら四谷氏の人形に対する愛情の
深さを強く感じたからだ。こう思って、様々な人形を見るとま
た見え方が変わってきた。
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ユーラシア・ドールズの

通信販売

好評発売中 !

表記価格は送料を含みます。

ご注文は同封の注文用紙でどうぞ

遠い国 0遠い人々

山口景子人形作品集
DFJ2号 の表紙となった山口景
子初の写真集。フアラウェイラン

ドなど32点を収録。
装置 。撮影は夫君の山口力靖氏

フジアー ト出版 5800円

１

日
■

ドイ ツ の ア ー テ ィス ト
0ド ー ル

バリの・プペ・タンドレスのオーナーであ

り現代フランス人形作家クラプの主宰者

であるマダム・インゲボルグ・リーセが編

集。ショルツ、グンツェル、シュロット、

ナテレールら欧米で人気の32人の作家
の作品集。A4・ 192ページ、カラー多数
一般価格4500円
DFJ会員4000円

〕EU【】RALSI[AL ID(0)】 L】LS
189 東京都東村山市久米川町3-27-57
te1 0423-95-7547 fax 0423-95-7975
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